


























































































表 1 層 序 表
時 代 大佐渡・国仲標準層序 羽茂平野東縁部 岩 膚












堆 積 物 粘土〈赤色化)
河 内 層 11 J] flJr[ v沢 根 層
鮮新世
山 回 Ilj 層 育緑色塊状泥若
第 中 山 層
野 回 山 層 暗灰色佳藻土質泥岩
一 鶴 子 層 鵠 子 寵 暗灰色頁岩
紀 中新世 下 戸 層 下 戸 、層 砂岩.R事岩
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図 2 地形・地質模式断面図










尾平川以南では，海抜 250m~270m， 220m~250m， 
200m~215m の 3 面，尾平川以北で、は，海抜 340m~













































1 :古期崖錐性堆積商， 2:山頂平坦商， 3~5: 弘仁寺周辺に分布する
上位段丘群， 6:大石山田 I面， 7:大石山田E面， 8:大谷I面， 9:大






















高位より I~班面に細分される。 I 面 2 海抜 25m~










































































1 :岡田面群， 2:大谷層上部層， 3:大谷層中部層， 4:大谷層下部層，
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(図 6 の③~ m 中部層に特徴的な岩相






































1 :表土， 2:泥， 3:砂質シルト， 4:砂， 5:細~小磯， 6:中~大磯，
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図 11 花粉分析図






Alnus japonica STEUD・ ハンノキ果実




Fagus crenata BLUME 
Magnolia obovata THUNB・
Styrax japonica SIEB・etZucc. エゴノキ種子
Loc.2 
Alnus japonica STEUD・ ハンノキ果実
Chamaecyparis cfr. Pisifera ENDL・
Cornus controvasa HEMSL・











Vitis thunbergit SlEB・etZucc. エピツノレ











12， 18， 19， 38， 42， 44， 46， 48， 50)の珪藻化石を検
鏡した結果，個体数・種数はともに少なく，産出種





比較 小木半島の段丘は茅原一也 (1958)により H面， M
羽茂平野東縁部に発達する段丘面については，数編の 面および L面に区分され， L面の堆積物が国仲層の穣
論文にその記述をみることができる。つぎに筆者らの結 層によく類似していることを指摘している。その後，太
果との比較を試みる。 田陽子ほか(1976)により，上位から第1，第2，第3，
a) 佐渡国仲平野団体研究グループ (1966)の段丘分 第4，第5，第6段丘と1802年段丘が区分され，上位の
布図をみると，羽茂町南部周辺には，赤坂，国仲，住吉 5段丘が更新世段丘群，下位の2段が完新世段丘(第6
野城の各面が分布する。筆者らの結果に比較すると，つ 段丘と1802年段丘)であるとしづ。更新世段丘はいずれ
ぎのようになるであろう。 も厚さ 2m~3m 以内の薄い海成堆積物からなり，第 3
赤坂面大石山田 I面 段丘は堆積面の地形的追跡により国仲平野の国仲面に対











の 田村明子 (1979) は佐渡島の段丘を 9 段:日 Cl~ (1976)の見解を考慮すると，小木半島の第3段丘に対
3)， T (1~4) ， L Cl~2) に分け， H と T 段丘を更新 比される。堆積物はくさり磯層を伴わず，国仲層に対比
世段丘， L段丘を完新世段丘としている。羽茂周辺に されるとみられる大谷層がある。国仲及び大谷段丘は数
は Tl~3 と完新世段丘が発達するとしているので， 10m の堆積物からなる堆積段丘として共通する点があ
筆者らの結果に比較すれば，つぎのようになる。 るし，面の相対的高度も一致するであろう。小木半島で












2. 国仲平野，小木半島の段丘群との対比 a 大石山田菌群
国仲平野は段丘を広く発達させ，佐渡国仲平野団体研 上位に位置し，その海抜高度は 75m~135m である。
究グループ (1966)がこれを上位より，赤坂面，国仲 面は平坦面を残すが，深い谷を発達させる。面の広さも
面，住吉野域面に区別した。赤坂段丘は褐色粘土，くさ 他の段丘群に比べて大きし、。 これらは薄い堆積物をの
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